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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 5 月 1 0 日 ( 2 0 2 2 . 5 . 1 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 0 5 4 0 9 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 5 4 6 5 7 7 ( P 2 0 2 1 - 5 4 6 5 7 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｂ 6 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｂ 6 / 0 0 ３ ３ ３  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 2 月 2 5 日 ( 2 0 2 2 . 2 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 よ り 、 被 写 体 を 構 成 す る 物 質 に よ っ て 透 過 し た 放 射 線 の 減 衰 量 が 異 な る こ と を 利 用 し  
て 、 エ ネ ル ギ ー 分 布 が 異 な る ２ 種 類 の 放 射 線 を 被 写 体 に 照 射 し て 得 ら れ た ２ 枚 の 放 射 線 画  
像 を 用 い た エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 が 知 ら れ て い る 。 エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ  
ン 処 理 と は 、 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た ２ つ の 放 射 線 画 像 の 各 画 素 を 対 応 さ せ て 、 画 素 間  
で 適 当 な 重 み 係 数 を 乗 算 し た 上 で 減 算 （ サ ブ ト ラ ク ト ） を 行 っ て 、 特 定 の 構 造 物 を 抽 出 し  
た 画 像 を 取 得 す る 方 法 で あ る 。 こ の よ う な エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 を 行 う こ と に  
よ り 、 例 え ば 、 胸 部 を 撮 影 す る こ と に よ り 取 得 し た 放 射 線 画 像 か ら 軟 部 を 抽 出 し た 軟 部 画  
像 を 導 出 す れ ば 、 骨 部 に 邪 魔 さ れ る こ と な く 軟 部 に 現 れ た 陰 影 を 観 察 で き る 。 逆 に 骨 部 を  
抽 出 し た 骨 部 画 像 を 導 出 す れ ば 、 軟 部 に 邪 魔 さ れ る こ と な く 、 骨 部 に 現 れ た 陰 影 を 観 察 で  
き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 を 行 う 際 の 、 エ ネ ル ギ ー 分 布 が 異 な る 放 射 線  
よ り 取 得 さ れ た ２ 枚 の 放 射 線 画 像 に 対 す る 重 み 係 数 は 、 異 な る エ ネ ル ギ ー 分 布 の 放 射 線 の  
そ れ ぞ れ に 対 す る 軟 部 お よ び 骨 部 の 減 弱 係 数 に 基 づ い て 導 出 さ れ る 。 こ こ で 、 物 質 は 放 射  
線 エ ネ ル ギ ー に 依 存 し た 放 射 線 減 弱 係 数 を 有 す る 。 一 方 、 被 写 体 に 照 射 さ れ た 放 射 線 が 単  
色 で は な く 、 あ る エ ネ ル ギ ー 範 囲 に 分 布 し て い る 場 合 、 検 出 さ れ る 放 射 線 の エ ネ ル ギ ー 分  
布 が 、 被 写 体 に 含 ま れ る 物 質 （ 人 体 で あ れ ば 骨 部 お よ び 軟 部 ） の 厚 さ に 依 存 し て 変 化 す る  
ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ と い う 現 象 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 減 弱 係 数 は 放 射 線 の エ ネ ル ギ ー に 対  
す る 依 存 性 が あ り 、 高 エ ネ ル ギ ー 成 分 ほ ど 減 弱 係 数 が 小 さ く な る 特 性 を 持 つ 。 こ の た め 、  
放 射 線 は 物 質 を 透 過 す る 過 程 で 相 対 的 に 低 エ ネ ル ギ ー 成 分 を 多 く 失 い 、 高 エ ネ ル ギ ー 成 分  
の 割 合 が 増 え て く る 。 こ の 現 象 が ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ で あ る 。 こ の た め 、 重 み 係 数 を 導 出  
す る 際 に は 、 物 質 の 放 射 線 減 弱 係 数 を 検 出 さ れ る 放 射 線 の エ ネ ル ギ ー 分 布 で 重 み 付 け 平 均  
し た 減 弱 係 数 が 用 い ら れ る 。 な お 、 平 均 し た 減 弱 係 数 は 物 質 の 厚 さ に 応 じ て 異 な る も の と  
な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ５ ９ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 手 法 に お け る 放 射 線  
量 の 比 ま た は 差 は 、 被 写 体 内 の 体 内 を 構 成 す る 組 成 （ 軟 部 お よ び 骨 部 ） に よ っ て 放 射 線 の  
減 弱 特 性 が 異 な る こ と が 考 慮 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ５ ９ ３ 号 公  
報 に 記 載 さ れ た 手 法 で は 、 組 成 割 合 が 異 な る 場 合 に 重 み 係 数 が 最 適 に な ら な い こ と が あ る  
。 ま た 、 放 射 線 源 の エ ネ ル ギ ー 特 性 お よ び 放 射 線 検 出 器 の 感 度 特 性 は 経 年 変 化 す る た め 、  
放 射 線 量 の 差 ま た は 比 は 撮 影 装 置 の 経 年 変 化 の 影 響 を 受 け や す い 。 こ の た め 、 特 開 ２ ０ ０  
２ － １ ５ ２ ５ ９ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 手 法 に よ り 導 出 さ れ た 重 み 係 数 を 用 い て も 、 組 織 を  
精 度 よ く 分 離 で き な い こ と か ら 、 差 分 画 像 に 不 要 な 構 造 物 が 含 ま れ て し ま う お そ れ が あ る  
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
コ ン ソ ー ル ２ に は 、 本 実 施 形 態 に よ る エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 プ ロ グ ラ ム が イ ン  
ス ト ー ル さ れ て い る 。 コ ン ソ ー ル ２ が 本 実 施 形 態 に よ る エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理  
装 置 に 対 応 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 コ ン ソ ー ル ２ は 、 操 作 者 が 直 接 操 作 す る ワ ー ク  
ス テ ー シ ョ ン あ る い は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で も よ い し 、 そ れ ら と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し  
て 接 続 さ れ た サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ で も よ い 。 エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 プ ロ グ ラ ム  
は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク ス  
ト レ ー ジ に 、 外 部 か ら ア ク セ ス 可 能 な 状 態 で 記 憶 さ れ 、 要 求 に 応 じ て コ ン ピ ュ ー タ に ダ ウ  
ン ロ ー ド さ れ 、 イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 ま た は 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ D i g i t a l  V e r s a t i l e  D i s c ） 、 Ｃ  
Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ （ C o m p a c t  D i s c  R e a d  O n l y  M e m o r y ） 等 の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て 配 布 さ  
れ 、 そ の 記 録 媒 体 か ら コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 体 厚 導 出 部 ３ ２ は 、 第 １ の 放 射 線 画 像 Ｇ １ に お け る 輝 度 分 布 が 被  
写 体 Ｈ の 体 厚 の 分 布 と 一 致 す る も の と 仮 定 し 、 第 １ の 放 射 線 画 像 Ｇ １ の 画 素 値 を 、 被 写 体  
Ｈ の 軟 部 に お け る 減 弱 係 数 を 用 い て 厚 さ に 変 換 す る こ と に よ り 、 被 写 体 Ｈ の 体 厚 を 導 出 す  
る 。 こ れ に 代 え て 、 体 厚 導 出 部 ３ ２ は 、 セ ン サ 等 を 用 い て 被 写 体 Ｈ の 体 厚 を 計 測 す る も の  
で あ っ て も よ い 。 ま た 、 体 厚 導 出 部 ３ ２ は 、 立 方 体 あ る い は 楕 円 柱 等 の モ デ ル で 被 写 体 Ｈ  
の 体 厚 を 近 似 す る こ と に よ り 体 厚 を 導 出 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 体 厚 導 出 部 ３ ２  
は 、 例 え ば 特 開 ２ ０ １ ５ － ０ ４ ３ ９ ５ ９ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 手 法 等 、 任 意 の 手 法 に よ り 、  
被 写 体 Ｈ の 体 厚 を 導 出 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ０ が 否 定 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ か ら ス テ ッ プ  
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Ｓ Ｔ １ ０ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 さ ら に 新 た な 骨 部 の 厚 さ ｔ ｂ n e w 、 さ ら  
に 新 た な 軟 部 の 厚 さ ｔ ｓ n e w が 導 出 さ れ 、 さ ら に 新 た な 重 み 係 数 α n e w 、 β n e w が 導 出  
さ れ る 。 そ し て 、 さ ら に 新 た な 重 み 係 数 α n e w 、 β n e w を 用 い て 、 上 記 式 （ １ ） 、 （ ２  
） に よ り サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 が 行 わ れ 、 さ ら に 新 た な 軟 部 画 像 Ｇ ｓ n e w お よ び 骨 部 画  
像 Ｇ ｂ n e w が 導 出 さ れ 、 さ ら に 新 た な 差 分 Δ ｔ ｂ が し き い 値 Ｔ ｈ １ 未 満 と な っ た か 否 か  
が 判 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 例 え ば 、 エ ネ ル ギ ー サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 処 理 装 置 で あ る コ ン  
ソ ー ル ２ の 画 像 取 得 部 ３ １ 、 体 厚 導 出 部 ３ ２ 、 散 乱 線 除 去 部 ３ ３ 、 初 期 重 み 係 数 設 定 部 ３  
４ 、 サ ブ ト ラ ク シ ョ ン 部 ３ ５ お よ び 重 み 係 数 導 出 部 ３ ６ と い っ た 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 処  
理 部 （ P r o c e s s i n g  U n i t ） の ハ ー ド ウ ェ ア 的 な 構 造 と し て は 、 次 に 示 す 各 種 の プ ロ セ ッ  
サ （ P r o c e s s o r ） を 用 い る こ と が で き る 。 上 記 各 種 の プ ロ セ ッ サ に は 、 上 述 し た よ う に  
、 ソ フ ト ウ ェ ア （ プ ロ グ ラ ム ） を 実 行 し て 各 種 の 処 理 部 と し て 機 能 す る 汎 用 的 な プ ロ セ ッ  
サ で あ る Ｃ Ｐ Ｕ に 加 え て 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ F i e l d   P r o g r a m m a b l e  G a t e  A r r a y ） 等 の 製 造  
後 に 回 路 構 成 を 変 更 可 能 な プ ロ セ ッ サ で あ る プ ロ グ ラ マ ブ ル ロ ジ ッ ク デ バ イ ス （ P r o g r a  
m m a b l e  L o g i c  D e v i c e  : P L D ） 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ （ A p p l i c a t i o n  S p e c i f i c  I n t e g r a t e d  C  
i r c u i t ） 等 の 特 定 の 処 理 を 実 行 さ せ る た め に 専 用 に 設 計 さ れ た 回 路 構 成 を 有 す る プ ロ セ  
ッ サ で あ る 専 用 電 気 回 路 等 が 含 ま れ る 。
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